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本棚を整理したいので，溜まっている論文のメモを書いて未来への手紙とすることに
する．
この論文の束は多分同相写像の拡張の話に関するものだと思う．
論文 [1] は大切なことをしているような気がするがフランス語なのでよくわからな
かった．
論文 [6] もフランス語なのでよくわからず．
論文 [5] はおそらく代数トポロジー的な量を使って射影平面の間のペアノ連続体の間の
同相写像が拡張できるための必要十分条件を決定している．
論文 [3] では空間が有限次元あるいは無限次元の平行体のときに閉集合上の同相写像が
拡張できるための十分条件を与えている．
論文 [4] はフランス語で書かれているのでよくわからず．噂に ([7]) よるとカントール
集合のコンパクト集合同士の同相写像が全体に拡張できることを証明しているようだ．
論文 [7] ではコンパクト部分集合同士の同相写像が全体に拡張できるための十分条件を
求めている．応用としてヒルベルト空間 ℓ2 の有理点全体の空間 Rω, つまり時として エ
ルデシュ空間と呼ばれる１次元空間だが，この空間のコンパクト部分集合同士の同相は全
体に拡張できるらしい．
論文 [2] はコンパクト部分集合同士の同相写像を拡張する話である．これはなんかすご
いことをやっている気がするが全然わからなかった．ごめん．
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